
恩 納 村 史
編 さ ん
だ よ り 60

　村
制
百
十
年村制施行日の入った旧役場庁舎の石版

（村役場所蔵 )

仲間節の碑（名嘉真）

恩納ノロの辞令書　万暦 12（1584）年

　
今
年
は
恩
納
村
制
1
1
0
年
目
で
す
。
今
回
は
お
さ
ら
い

も
兼
ね
て
、
恩
納
村
が
生
ま
れ
た
経
緯
、
ム
ラ
の
変
遷
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
間
切
と
は
、
明
治
41
年
3
月
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
、
今
で

い
う
市
町
村
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。『
球
陽
』
と
い
う

資
料
に
「
金
武
郡
内
の
四
邑
亦
読
谷
山
の
八
邑
を
将
て
、
合

し
て
恩
納
郡
と
為
し
、
始
め
て
向
弘
毅
（
大
里
王
子
朝
亮
）・

毛
国
瑞
（
佐
渡
山
親
方
安
治
）
に
賜
ふ
。」
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
。
１
６
７
３
年
、
金
武
間
切
か
ら
四
つ
の
ム
ラ
、

読
谷
山
間
切
か
ら
八
つ
の
ム
ラ
を
分
け
て
、
恩
納
間
切
は
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
分
け
ら
れ
た
ム
ラ
に
つ
い
て
『
南
島
風
土

記
』
で
は
金
武
間
切
か
ら
は
名
嘉
真
、
安
富
祖
、
瀬
良
垣
、

恩
納
の
四
か
村
、
読
谷
山
間
切
か
ら
は
谷
茶
、
冨
着
、
仲
泊
、

久
良
波
、
読
谷
山
（
の
ち
の
山
田
）、
真
栄
田
、
塩
屋
、
与

久
田
の
八
か
村
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仲
間
節
に
「
仲
間
（
現
在
の
名
嘉
真
）
か
ら
か
い
と
て
　

久
志
辺
野
古
ま
で
も
　
金
武
の
御
前
が
な
し
　
お
か
け
親

島
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
名
嘉
真
が
も
と
も
と
金
武
間
切

の
村
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
実
物
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、恩
納
ノ
ロ
の
辞
令
書
の
写
真
が
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
「
金
武
間
切
の
お
ん
な
の
ろ
」
と
あ
り
ま
す
。

　
恩
納
間
切
は
国
頭
の
ム
ラ
と
中
頭
の
ム
ラ
の
統
合
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
た
め
、
現
在
の
恩
納
村
で
も
北
部
と
中
南
部
の

　
恩
納
間
切
が
創
設
さ
れ
た
時
に
は
12
の
ム
ラ
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ム
ラ
も
様
々
な
変
遷
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
間
切

創
設
前
の
「
絵
図
郷
村
帳
」
と
い
う
資
料
に
は
金
武
間
切
の

ム
ラ
に「
中
間
村
」「
あ
ふ
そ
村
」「
せ
ら
か
ち
村
」「
お
ん
な
村
」

が
見
ら
れ
、
読
谷
山
間
切
の
ム
ラ
に
「
た
ん
ち
や
村
」「
上

ふ
づ
き
村
・
下
ふ
づ
き
村
」「
中
泊
村
」「
古
読
谷
山
村
」「
く

ら
は
村
」「
前
田
村
」「
し
ほ
や
村
」「
よ
く
だ
村[

当
時
無
之]

」

「
き
ん
は
ま
村[

当
時
無
之]

」
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
な

い
地
名
が
あ
っ
た
り
、
逆
に
現
在
の
地
名
が
載
っ
て
い
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
集
落
の
移
動
や
合
併
、
分
離
、

ま
た
行
政
的
な
事
情
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
に
入
り
、
琉
球
は
明
治
政
府
の
も
と
で
、
日
本
の
近

代
国
家
に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
（
琉
球
処
分
）。
１
９

０
７
（
明
治
40
）
年
、
勅
令
第
46
号
に
て
「
沖
縄
県
及
島
嶼

町
村
制
」
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
間
切
・
島
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
間
切
・
島
は
町
村
、
村
（
ム
ラ
）

は
字
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
１
９
０
８
年
４
月

文
化
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
恩
納
と
谷
茶
の
間
に
は

文
化
的
な
境
界
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

恩
納
間
切
の
創
設

恩
納
間
切
の
ム
ラ

間
切
か
ら
村
へ

１
日
、
恩
納
間
切
は
恩
納
村
と
な
り
ま
し
た
。
当
然
、
間
切

役
場
も
村
役
場
、
間
切
長
も
村
長
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
当

時
の
間
切
長
を
務
め
て
い
た
當
山
正
禄
は
初
代
村
長
と
な
り

ま
し
た
。
　（
幸 

喜
）

◆ 『球陽』（活字本：球陽研究会 1974 年　角川書店）
◆ 「南島風土記」（『東恩納寛惇全集』七　1980 年）
◆ 『沖縄県文化財調査報告書第十八集　辞令書等古文書調査報告書』
　 沖縄県教育委員会　1979 年
◆ 『沖縄県史　13 巻　沖縄県関係各省公文書 2』琉球政府 1966 年
◆ 『恩納村誌』仲松弥秀　1980 年　恩納村役場
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